第三者委託について
　第三者委託制度は、平成14年の水道法改正において創設されました。

　改正水道法の第24条の3では、「水道事業者は、政令で定めるところにより、水道の管理に関する技術上の業務の全部又は一部を他の水道事業者若しくは水道用水供給事業者又は当該業務を適正かつ確実に実施することができる者として政令で定める要件に該当するものに委託することができる。」と規定されており、浄水場の運転管理や水質管理などの技術上の管理業務を技術的に信頼できる第三者（他の水道事業者、民間企業など）に委託できるようになりました。

　

　第三者委託は、水道法及びその関連法において水道法上の責任を伴うことが規定されており、また、他の要件として以下のことが規定されています。

〇　受託者に受託した水道の管理に関する技術上の業務を担当する受託水道技術管理者
　　の設置を義務付けています。

　〇　第三者委託できる相手方について規定しています。

　
　〇第三者委託を行う際の基準について規定しています。

　

　　〇　第三者委託を行う際の基準について規定しています。
　

· 厚生労働省　健康局　水道課　「第三者委託実施の手引き」より引用
【第三者委託できる相手方】


水道事業者


水道用水供給事業者


水道の管理に関する技術上の業務の一部又は全部を適正かつ確実に実施できる者として政令で定める要件（※）に該当するもの


委託を受けて行う業務を適正かつ確実に遂行するに足りる経理的及び技術的な基礎を有するものであること。





【第三者委託を行う際の基準】


水道施設の全部又は一部の管理に関する技術上の業務を委託する場合は、技術上の観点から一体として行わなければならない業務の全部を一の者に委託するものであること。


給水装置の管理に関する技術上の業務を委託する場合は、当該水道事業者の給水区域内に存する給水装置の管理に関する技術上の業務の全部を一の者に委託するものであること。


次に掲げる事項についての条項を含む委託契約書を作成すること。


イ　委託に係る業務の内容に関する事項


ロ　委託契約の期間及びその解除に関する事項


ハ　その他厚生労働省令で定める事項（＝委託に係る業務の実施体制）








